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お
知
ら
せ

　

非
核
平
和
事
業
の
推
進
の
た
め
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、一
五
五
人
か
ら
、二
三
六
点
の

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。選
考
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
結
果
、次
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、学
校
・
学
年
に
つ
い
て
は
、応
募
時（
平
成
十
八
年
九
月
）の
も
の
で

す
。）

金
賞

生
命
を　

核
よ
り
愛
で　

守
り
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
依
央
織
（
南
郷
中
一
年
生
）

銀
賞

非
核
か
ら　

始
ま
る
世
界
の　

平
和
の
輪　
　
　
　
　
　

古
長
谷
美
咲
（
葉
山
中
二
年
生
）

銅
賞

非
核
化
へ　

平
和
の
誓
い　

葉
山
か
ら　
　
　
　
　
　
　

江
成　
　

穰
（
葉
山
中
二
年
生
）

佳
作

被
爆
者
の　

非
核
の
思
い
は　

ど
こ
ま
で
も　
　
　
　
　

姫
野　
　

滉
（
葉
山
中
二
年
生
）

こ
わ
い
の
は　

核
兵
器
よ
り　

平
和
ボ
ケ　
　
　
　
　
　

芝
原　

与
喜
（
葉
山
中
二
年
生
）

永
遠
の　

地
球
の
平
和
に　

核
は
無
し　
　
　
　
　
　
　

福
本　

芽
生
（
葉
山
中
三
年
生
）

歩
み
寄
ろ
う　

手
を
つ
な
ご
う　

恒
久
平
和
は　

地
球
の
願
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川　

敬
大
（
葉
山
中
一
年
生
）

核
兵
器　

笑
顔
を
う
ば
う　

黒
い
影　
　
　
　
　
　
　
　

油
谷　

香
織
（
葉
山
中
一
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
合
せ　

企
画
課　

�
内
線
三
三
一
・
三
三
二

葉
山
町
非
核
平
和
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

平
成
十
八
年
度

　

三
浦
半
島
の
貴
重
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
み

ど
り
の
保
全
を
図
る
た
め
に
進
め
て
い
る
大

楠
山
を
中
心
と
し
た
三
浦
半
島
国
営
公
園

（
仮
称
）
の
誘
致
に
向
け
た
活
動
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
自
然
の
保
全
・
再
生
・
活
用

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

日
時　

三
月
二
四
日（
土
）十
四
時
〜
十
六
時

場
所　

ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か

募
集
人
数　

一
〇
〇
人

申
込
み
・
問
合
せ　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ｅ

メ
ー
ル
で
行
事
名
（
み
ど
り
の
半
島
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
二
三
一－

八
七

八
八
神
奈
川
県
都
市
整
備
公
園
課

　

�
〇
四
五－

二
一
〇－

一
一
一
一

（
内
線
六
二
一
八
）

e-m
ail:kouen.89@

pref.kanagaw
a.jp

締
切　

三
月
二
〇
日
（
火
）

み
ど
り
の
半
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お
知
ら
せ

建
築
主
の
皆
さ
ん
へ 

工
事
監
理
者
を
定
め
て
い
ま
す
か

　

建
築
主
の
立
場
か
ら
工
事
が
設
計
図
書
ど

お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
の

が
工
事
監
理
者
で
す
。
安
全
で
安
心
な
建
築

物
と
す
る
た
め
、
建
築
に
あ
た
っ
て
は
工
事

監
理
資
格
の
あ
る
建
築
士
と
工
事
監
理
契
約

を
結
び
ま
し
ょ
う
。

建
物
を
建
て
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

　
　

完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
は
、
工
事
完

了
後
、
す
み
や
か
に
建
築
主
事
や
指
定
確
認

検
査
機
関
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
完
了
検
査
後
に
交
付
さ
れ
る
検
査
済

証
は
、
将
来
、
建
築
物
を
売
買
・
増
改
築
す

る
場
合
な
ど
に
大
切
な
書
類
と
な
り
ま
す
の

で
、
建
築
確
認
を
受
け
た
際
の
書
類
等
と
共

に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

県
横
須
賀
土
木
事
務
所　

建
築
指
導
課　

　

�
八
五
三－

八
八
〇
〇（
代
）

　

県
建
築
指
導
課　

　

�
〇
四
五－

二
一
〇－

六
二
五
〇（
直
通
）

　

神
奈
川
県
か
ら
の

お
知
ら
せ　

参

集

募

者

加



８

広
報
は
や
ま
３
月
号

　

葉
山
港
で
は
、
平
成
十
年
の
成
年
女
子

ヨ
ッ
ト
会
場
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
契
機
に
平

成
六
年
策
定
の
「
葉
山
港
再
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、「
ヨ
ッ
ト
競
技
の
拠
点
づ
く
り
」、

「
集
い
憩
う
空
間
づ
く
り
」、「
海
・
ヨ
ッ
ト

と
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
」
及
び
「
防
災
泊

地
の
整
備
」
等
を
柱
と
し
た
再
整
備
工
事
を

実
施
中
で
す
。

　

現
在
の
葉
山
港
管
理
事
務
所
は
、
昭
和
四

六
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
著

し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
が
平
成
十
七
年

度
か
ら
新
管
理
事
務
所
新
築
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。
新
葉
山
港
管
理
事
務
所
の
一
階
部

分
は
、
主
に
管
理
事
務
所
・
ロ
ッ
カ
ー
室
・

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
、
二
、
三
階
部
分
に

は
、
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
誰
も
が
利
用
可

能
な
部
屋
と
会
議
室
（
有
料
）
を
設
け
ま
し

た
。
ヨ
ッ
ト
利
用
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
広
く
皆
さ
ん
が
集
い
憩
う
場
と
し
て
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

四
月
一
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、

三
月
中
は
一
部
施
設
の
お
試
し
利
用
が
可
能

で
す
。

シ
ャ
ワ
ー
設
備
利
用
料

　

一
回　

一
〇
〇
円
（
二
分
）

会
議
室
設
備
利
用
料

　

音
響
セ
ッ
ト
一
回　

一
、
四
〇
〇
円

　
（
四
時
間
以
内
）

休
港
日　

火
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

十
二
月
二
九
日
〜
一
月
三
日
、
た
だ
し
、

七
・
八
月
は
無
休

そ
の
他　

駐
車
場
あ
り
（
有
料
）

問
合
せ　

葉
山
港
管
理
事
務
所　

　

�
八
七
五－

一
五
〇
四

　

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新
葉
山
港
管

理
事
務
所
の
披
露
会
が
、
県
主
催
に
よ
り
三

月
二
五
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
同
日
に

葉
山
新
港
で
葉
山
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
主
催
に
よ
り
『
葉
山
港
し
ょ
み
ん
ば
た

祭
』
を
開
催
し
ま
す
。　

　

同
会
場
で
は
、「
葉
山
の
名
産
品
販
売
」、

「
ヨ
ッ
ト
乗
船
体
験
」、「
海
上
保
安
庁
巡
視

艇
乗
船
体
験
」、「
葉
山
御
前
太
鼓
」
等
が
行

わ
れ
ま
す
。　

　

当
日
、
防
波
堤
を
十
八
時
ま
で
開
放
し
ま

す
の
で
、
絶
景
の
ポ
イ
ン
ト
で
夕
日
を
鑑
賞

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
、

「
近
代
ヨ
ッ
ト
発
祥
の
地　

葉
山
」
で
葉
山

の
潮
風
を
肌
で
味
わ
い
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

三
月
二
五
日
（
日
）

　

九
時
三
〇
分
〜
十
四
時
（
荒
天
中
止
）

場
所　

葉
山
新
港
及
び
葉
山
港
管
理
事
務
所

内
容　

葉
山
朝
市
・
葉
山
い
き
い
き
バ
ザ
ー

ル
・
鐙
摺
町
内
会
（
金
魚
す
く
い
・
射
的
・

ダ
ー
ツ
）・
ヨ
ッ
ト
乗
船
体
験
・
海
上
保
安

庁
巡
視
艇
乗
船
体
験
・
葉
山
御
前
太
鼓
・

演
奏
会
等

駐
車
場　

県
営
駐
車
場
を
無
料
開
放

　
（
七
時
開
場
〜
十
九
時
閉
鎖
）

問
合
せ　

葉
山
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
事
務
局
（
葉
山
港
管
理
事
務
所

　

�
八
七
五－

一
五
〇
四　

政
策
調
整
室　

�
内
線
三
九
〇
〜
三
九
二
）

　

一
月
三
〇
日（
火
）町
商
工
会
館
で
平
成
十

八
年
度
の
永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・
優

秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

永
年
勤
続
者
表
彰

　

飯
田
一
郎　

葉
山
観
光
開
発（
株
）

技
能
功
労
者
表
彰

　

相
澤
茂
男　

相
澤
塗
工
所

　

矢
島
貞
昭　

矢
島
建
設（
株
）

　

片
桐
勝
治　
（
有
）片
桐
印
刷
所

優
秀
技
能
者
表
彰

　

小
山　

久　

斉
藤
タ
イ
ル

　

矢
島
義
則　

魚
佐
商
店（
株
）

　

平
原
光
三　

平
原
建
築
設
計
事
務
所

優
良
小
売
店
舗
表
彰　

ペ
ス
カ
ト
ー
レ

問
合
せ　

産
業
振
興
課　

�
内
線
三
七
二

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
ご
本
人
の
ケ
ガ

や
他
人
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、
他
人
の
も

の
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
際
に
保
険
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
掛
金
プ
ラ
ン
は
年
額
六
〇
〇

円
（
一
人
）
か
ら
で
す
。

問
合
せ　

県
青
少
年
協
会

　

�
〇
四
五－

四
〇
二－

〇
三
四
六

　

�
〇
四
五－

四
〇
二－

〇
三
六
二

開
か
れ
た
ハ
ー
バ
ー
を
目
指
し
、　

四
月
一
日
（
日
）
新
葉
山
港
管
理

事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。　
　

１７時～２２時９時～１７時部屋名

３６０円／時３３０円／時会議室Ａ

４４０円／時４００円／時会議室Ｂ

７５０円／時６７０円／時多目的室Ａ

８００円／時７２０円／時多目的室Ｂ

開所時間施設名

９時～２２時
会議室・多目的室（会
議室設備を含む）

８時～１８時

シャワー室

オープンスペース
（みんなの部屋等）

会議室利用料 葉山港管理事務所開所時間

永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰

※シャワー室・オープンスペースの開所時間７・
８月の土日、祝日に限り７時３０分～１９時

※会議室・多目的室の広さは部屋ごと
に異なります。
※３月１日（木）から会議室等の利用を
受付けます。

葉
山
港
し
ょ
み
ん
ば
た
祭
を

葉
山
港
し
ょ
み
ん
ば
た
祭
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
共
済

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
共
済

へ
の
加
入
に
つ
い
て

へ
の
加
入
に
つ
い
て



９

お
知
ら
せ

　

障
害
児
者
の
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
左
記

の
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
地
域
生
活
の
相
談
な
ど
に
応
じ
ま

す
。◆

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害 

　

者
・
障
害
児
の
相
談
窓
口

湘
南
の 
凪 
地
域
生
活
支
援
相
談
室

な
ぎ

日
時　

月
〜
金
曜
日　

九
時
〜
十
八
時

場
所　

逗
子
市
逗
子
三
―
二
―
二
四　

矢
部

ビ
ル
一
Ｆ

問
合
せ　

�
八
七
〇
―
一
三
〇
八　

　

�
八
七
〇
―
一
三
二
一

◆
精
神
障
害
者
の
相
談
窓
口

地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
む

日
時　

　

面
談
相
談
（
予
約
制
）
月
〜
土
曜
日

　

九
時
〜
十
七
時

　

電
話
相
談　

月
〜
土
曜
日

　

十
三
時
〜
十
七
時

場
所　

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
二－

十
一－

十
八

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
鎌
倉
ビ
ル
二
Ｆ

問
合
せ　

�
〇
四
六
七－

六
一－

三
二
〇

五
・
〇
四
六
七－

六
一－

三
二
〇
六
（
相

談
専
用
）

　

�
〇
四
六
七－

六
一－

三
二
〇
七

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
六
・
二
三
五

障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害
児児児児児児児児児児
者者者者者者者者者者
のののののののののの

障
害
児
者
の

相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
相
談
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口
のののののののののの
ごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内

窓
口
の
ご
案
内

　

町
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、
楽
し
い
企
画
・
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
中
で
す
。

　

企
画
・
運
営
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
団
体
・

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

　

五
月
十
二
日（
土
）〜
二
〇
日（
日
）（
予
定
）

ス
タ
ッ
フ
募
集
期
間

　

随
時

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
七
・
二
三
八

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
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葉
山
っ
子
す
く
す
く
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パ
ラ
ダ
イ
ス
』

ス
タ
ッ
フ
大
募
集

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
〇
七

　

宮
崎
県
の
養
鶏
場
で
毒
性
の
強
い
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。

感
染
の
拡
大
防
止
に
は
、
早
期
の
発
見
・
対

応
が
大
変
重
要
で
す
。

　

鶏
等
（
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
シ
チ
メ

ン
チ
ョ
ウ
）
に
異
常
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、

動
物
病
院
か
県
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
鶏
等
の
飼
育
状
況
を
調

査
中
で
す
。
現
在
、
鶏
等
を
飼
育
し
て
い
る

人
は
、
種
類
・
羽
数
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　

�
〇
四
五－

九
三
四－

二
三
七
八　

　

産
業
振
興
課　

�
内
線
三
七
二

鶏
等
を
飼
育
し
て
い
る
人
へ

ふ
る
さ
と
葉
山
み
ど
り
基
金

　

優
れ
た
自
然
環
境
を
保
全
し
て
、
緑
豊

か
な
郷
土
を
残
す
た
め
に
、「
ふ
る
さ
と

葉
山
み
ど
り
基
金
」
に
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

　

二
八
、八
〇
〇
円　
（
株
）葉
山
マ
リ
ー
ナ
ー

　

ご
賛
同
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

環
境
課　

�
内
線
二
二
二
・
二
二
三

　

経
済
産
業
省
で
は
、
契
約
に
関
す
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
、
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル

解
決
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
役
立
つ

情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
形
で
提
供
す
る
情
報
サ
イ
ト

「
消
費
生
活
安
心
ガ
イ
ド
」
を
制
作
し
ま
し

た
。（
二
月
一
日
公
開
）ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
た

め
の
マ
ン
ガ
に
よ
る
事
例
紹
介
、
解
決
に
役

立
つ
法
律
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
解

説
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
、
消
費
者
に
ご
覧

頂
く
と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

背
景

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

る
消
費
生
活
相
談
は
、
平
成
十
七
年
度
に
は

一
二
〇
万
件
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

を
特
定
商
取
引
法
に
係
る
契
約
に
関
す
る
相

談
が
占
め
て
い
ま
す
。　

　

経
済
産
業
省
で
は
、
悪
質
商
法
か
ら
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も

に
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
解
決
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
特
定
商
取
引
法

の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
等
を
始
め
と
し

た
情
報
の
提
供
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
よ
り
幅
広
く
、
わ
か
り
や
す

く
使
い
や
す
い
形
で
必
要
な
情
報
を
提
供

し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
早
期

解
決
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
情
報
サ
イ
ト
「
消
費
生
活
安
心
ガ
イ

ド
」
を
制
作
し
ま
し
た
。（
二
月
一
日
公
開
）

内
容

　

特
定
商
取
引
法
の
執
行
状
況
や
法
律
の
解

説
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
た
め
に

マ
ン
ガ
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
ト
ラ
ブ

ル
診
断
の
ペ
ー
ジ
を
用
意
し
、
ま
た
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
や
相
談
窓
口
の
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す
。　

消
費
生
活
安
心
ガ
イ
ド

http://w
w
w
.no-trouble.jp

消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
水
曜
日　

九
時
三
〇
分
〜
十
二

時
・
十
三
時
〜
十
五
時
三
〇
分

問
合
せ　

町
民
課　

�
二
一
四

Ｎ
Ｏ
！
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
の
情
報
サ
イ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
消
費
生
活
安
心
ガ
イ
ド
」の
公
開
に
つ
い
て



１０

広
報
は
や
ま
３
月
号

　

今
年
四
月
一
日
か
ら
、
改
正
さ
れ
た
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
（
正
式
名
称　

雇
用
の
分

野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
及
び
労
働
基
準
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）
が
施
行
さ
れ
ま

す
。

１　

性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大

（
１
）
男
女
双
方
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

　

こ
れ
ま
で
は
、
女
性
に
対
す
る
差
別
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、「
看
護
師
資

格
を
持
っ
て
い
て
も
、
男
性
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
採
用
さ
れ
な
い
」「
派
遣
会
社
に
応
募

し
て
も
、
派
遣
先
が
女
性
を
希
望
し
て
い
る

と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
る
」
な
ど
、
男
性
か

ら
の
差
別
に
つ
い
て
の
相
談
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
改
正
法
で
は
男
女
双
方
に

対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
追
加
、
明
確
化

　

こ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
女
性
に
対
す
る

募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
・
教
育
訓
練
、

福
利
厚
生
、
定
年
・
解
雇
に
つ
い
て
差
別
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法
で
は
こ

れ
ら
に
加
え
、
降
格
、
職
種
変
更
、
正
社
員

か
ら
パ
ー
ト
へ
な
ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、

退
職
勧
奨
、
雇
止
め
（
労
働
契
約
を
更
新
し

な
い
こ
と
）
に
つ
い
て
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
女
で
異
な
る
権
限
を
与
え
る
こ
と

や
、
男
女
で
業
務
の
配
分
が
異
な
る
取
り
扱

い
を
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

（
３
）
間
接
差
別
の
禁
止

　

近
年
、
男
女
別
定
年
制
や
女
性
結
婚
退
職

制
な
ど
、
明
ら
か
な
差
別
は
減
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
女
性
を
採
用
・
登
用
し
な
く

て
済
む
よ
う
、
女
性
が
満
た
し
に
く
い
要
件

を
定
め
、
一
方
の
性
に
厳
し
い
条
件
を
課

す
、
形
を
変
え
た
差
別
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
業
務
遂

行
に
必
要
な
ど
の
合
理
的
な
理
由
が
な
い
場

合
に
、「
一
、
募
集
・
採
用
に
当
た
り
、
労
働

者
の
身
長
、
体
重
ま
た
は
体
力
を
要
件
と
す

る
こ
と
」「
二
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け

る
総
合
職
の
募
集
・
採
用
に
当
た
り
、
転
居

を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
要
件
と
す
る
こ
と
」「
三
、
昇
進
に
当
た

り
、
転
勤
の
経
験
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す

る
こ
と
」
の
省
令
で
定
め
る
三
つ
の
措
置
を

取
る
こ
と
を
「
間
接
差
別
」
と
し
て
禁
止
し

ま
し
た
。
な
お
、
間
接
差
別
と
し
て
禁
止
す

る
三
つ
の
措
置
以
外
に
つ
い
て
も
、
裁
判
に

お
い
て
間
接
差
別
と
し
て
違
法
と
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

２　

妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と
す
る
解
雇

そ
の
他
の
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止

（
１
）
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解
雇
そ

の
他
の
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止

　

こ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・

産
前
産
後
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と

す
る
解
雇
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
改
正

法
で
は
、
こ
れ
に
加
え
、「
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
の
母
性
健
康
管
理
措
置
を
求
め
た
こ

と
、
ま
た
は
受
け
た
こ
と
」「
労
働
基
準
法
の

母
性
保
護
措
置
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
は
受

け
た
こ
と
」「
妊
娠
ま
た
は
出
産
に
よ
る
能
力

低
下
ま
た
は
労
働
不
能
が
生
じ
た
こ
と
」
な

ど
に
よ
り
、
解
雇
、
雇
止
め
、
減
給
、
賞
与

な
ど
の
不
利
益
な
算
定
、
退
職
、
契
約
内
容

変
更
の
強
要
、
不
利
益
な
配
置
の
変
更
、
降

格
な
ど
の
解
雇
、
そ
の
他
不
利
益
な
取
り
扱

い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
妊
娠
中
や
産
後
一
年
以
内
の
解
雇
の
無
効

　

妊
娠
中
や
産
後
一
年
以
内
に
解
雇
さ
れ
た

場
合
、
事
業
主
が
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後

休
業
の
取
得
な
ど
の
理
由
に
よ
る
解
雇
で
な

い
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
そ
の
解
雇
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

３　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

具
体
的
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
を
怠
っ
て
い

る
事
業
主
が
一
部
で
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
改
正
法
で
は
、
事

業
主
は
、
職
場
で
の
男
女
に
対
す
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
事

業
主
が
取
る
べ
き
措
置
が
あ
り
ま
す
。
措
置

を
取
ら
ず
、
是
正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合

に
は
、
企
業
名
公
表
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
規
定
は
派
遣
先
の
事
業
主
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

４　

母
性
健
康
管
理
措
置

　

事
業
主
は
、
妊
産
婦
が
保
健
指
導
ま
た
は

健
康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を

確
保
し
、
妊
産
婦
が
保
健
指
導
ま
た
は
健
康

診
査
に
基
づ
く
指
導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置（
時
差
通
勤
、

休
憩
回
数
の
増
加
、
勤
務
時
間
の
短
縮
、
休

業
な
ど
）
を
取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
ず
、
是
正
指
導
に
も

応
じ
な
い
場
合
に
は
、
企
業
名
公
表
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

５　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
も
、
事
業
主
が
「
女
性
管
理
職

を
増
や
す
た
め
に
、
研
修
や
教
育
機
会
へ
の

女
性
参
加
を
奨
励
す
る
」
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
際
に
、
国
が

相
談
な
ど
の
援
助
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
改
正
法
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
事
業
主
が
、

そ
の
実
施
状
況
を
公
開
す
る
に
際
に
は
、
国

の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

６　

過
料
の
創
設

　

厚
生
労
働
大
臣
（
都
道
府
県
労
働
局
長
）

が
事
業
主
に
対
し
、
男
女
均
等
の
取
り
扱
い

な
ど
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
業
主
が
報
告
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚

偽
の
報
告
を
す
る
場
合
に
は
、
過
料
を
科
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

神
奈
川
労
働
局

　

�
〇
四
五－

二
一
一－

七
三
五
〇（
代
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
ま
す


